









れてきた（たとえば、Hyman & Pentland, 1996; Hyman, Husband &
Billings, 1995; Loftus, 1979, 西本訳, 1987など）。近年のこのような虚記憶
についての関心の高まりとともに、実験室的に虚記憶を誘発するための














再認されたクリティカル語について Remember/Know 判断 (Gardiner &




する音韻リストを用いた検討として Watson, Balota & Roediger (2003)
や、学習材料を絵画刺激とした Israel & Schacter (1997) など）や、呈示
時間の操作（Mcdermott & Watson, 2001など）、また方向付け課題の操作
（Dodd & MacLeod, 2004; Seamon, Goodkind, Dumey, Dick, Aufseeser,
Storickland, Woulfin & Fung, 2003など）、さらに年代比較（Brainerd,
Reyna, Forrest, 2002; Dodson & Schacter, 2002）なども行われている。





Murphy & Sanders (2001)、Kensinger & Corkin (2004)、Starns, Cook, Hicks

























るネガティブ刺激の記憶成績の効果（Christianson, Loftus, Hoffman &
Loftus, 1991; Christianson & Fallman, 1990）から、ネガティブ刺激に対す




























































































（ネガティブリスト M=2.35, SD=0.92; ニュートラルリスト M=4.24,
SD=0.88; t (22) =-12.81, p<.001）、またリスト語の快不快評定値を対象とし
た t検定においても有意差が見られた（ネガティブリストM=2 .38 ,





れなかった（ネガティブリスト M=2.78, SD=0.24; ニュートラルリスト






























































































































=315.61, p<.001）であり、中心刺激の感情価の主効果（F (1, 36) =0.27,
p>.05）、偶発刺激の感情価の主効果（F (1, 36) =0.47, p>.05）は有意ではな
かった。中心刺激の感情価×再認ターゲットの交互作用は有意（F (2, 72)
=3.50, p<.05）であった。ただし、偶発刺激の感情価×再認ターゲット
交互作用（F (2, 72) =0.70, p>.05）、中心刺激の感情価×偶発刺激の感情価
の交互作用（F (1, 36) =0.03, p>.05）および中心刺激の感情価×偶発刺激の


















ット）分散分析を行ったところ、ターゲットの主効果（F (2, 72) =68.80,
p<.001）、偶発刺激の感情価の主効果（F (1, 36) =7.17, p<.01）は有意であ
り、中心刺激の感情価の主効果は有意ではなかった（F (1, 36) =0.64, p>.05）。
中心刺激の感情価×再認ターゲットの交互作用（F (2, 72) =2.17, p>.05）、
偶発刺激の感情価×再認ターゲット交互作用（F (2, 72) =0.66, p>.05）、中
心刺激の感情価×偶発刺激の感情価の交互作用（F (1, 36) =3.13, p>.05）お
よび中心刺激の感情価×偶発刺激の感情価×再認ターゲットの交互作用
（F (2, 72) =0.14, p>.05）は有意ではなかった。
偶発刺激の感情価の主効果が有意であったので、偶発刺激の感情価を
要因とする一元配置分散分析を行ったところ、リスト語への正答率（ネ
ガティブリスト49.40%; SD=.18; ニュートラルリスト35.55%; SD=.20; F (1,
39) =5.32, p<.05）、クリティカル語の虚再認率（ネガティブリスト







SD=.13; F (1, 39) =4.03, p>.05）では感情価による差は見られなかった。
また、再認ターゲットの主効果も有意であったため、各再認ターゲッ












































monitoring hypothesis; McDermott ら, 2001など）、またはファジー痕跡説
































ファジー痕跡説（fuzzy trace theory; Reyna & Brainerd, 1995など）では、
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Effect of attention for emotional stimuli on false memory
SAKAI, Wakiko
The purpose of this study is to investigate the effect of the type of attention
(selective or incidental attention) for emotional stimuli (negative or neutral
words) on false memory in DRM paradigm.  Participants studied negative or
neutral words intentionally and incidentally both at the same time. In incidental
study, false alarm rate of negative critical words was higher than neutral ones.
However, in intentional study, false alarm rate of critical words was not differ-
ent in two types of emotional stimuli.  These results are discussed in terms of
activation/monitoring theory and fuzzy trace theory.
（平成18年度人文科学研究科心理学専攻　博士前期課程修了）
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